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ジェイムズ・バラット，水谷淳訳: "人工知能 人類最悪にして最後の発

明", ダイヤモンド社, 2015. 
James Barrat: “Our Final Invention  Artificial Intelligence and the End of 

Human Era”, Thomas Dunne Books, 2013. 
 
 前号の本欄で株の超高速取引の本を紹介し[1]，その際，この分野における人工知能（AI: Artificial 
Intelligence）の活躍[2]について調べたいと思ったのであるが，その前に，AI そのものの問題点を
探ることに興味を覚えたので本書を取り上げたい。本書の表紙は黒白の装丁で一見地味な印象を受
けるが，題名はかなり刺激的である。本書は刺激を煽るものではないが，AI が進化すると人類が滅
ぼされてしまう恐れがあり，それに気づいたときはもう手遅れになると警告していると理解した。
衛星通信と AI とは直接的関係はないように思われるが，AI はあらゆる分野で応用される基礎技術
であると考え，本欄に本書を取り上げるのは適当と考えた。但し，本欄筆者は AI の門外漢である
ので，全体をうまく記述するのは難しいが，できるところに挑戦してみたい。 
 本書によれば，著者のジェイムズ・バラッドは，フリーのテレビプロデューサーで，いろいろな
テーマのドキュメンタリー番組を提供している。2000 年，本書にも登場するレイ・カーツワイル
[3]やアーサー・C・クラーク（SF 作家）に取材して以来，AI とその危険性に注目して取材を重ね，
本書が初の著作であるという。2014 年末，『タイム』誌が選ぶ AI による人類滅亡を論じる重要
な識者５人に，スティーブンス・ホーキング（理論物理学者）やイーロン・マスク（スペース X 社
の共同設立者および CEO）とともに選ばれたということである。 
 本書には触れられていないが，次のことは AI というものの理解に役立つと思う。即ち，AI実現
へのアプローチの一つが生物の神経回路網を模倣した人工ニューラルネットワークといわれるも
ので長年研究されてきたが，その研究は平坦なものではなく，1940 年代に開始されて以来これま
で一旦はブームになりその後下火になるということを繰り返してきたということである。1980～
90 年代は２度目のブームであったが，研究がうまく行かず 90 年代後半にはブームは低調になっ
た[4]。その後 2000 年代に入り深層学習という手法が研究され，再びブームが到来し，AI が注目
されるきっかけとなっている[5][6]。さらに，AI が人間がコントロールできないものになるのでは
ないかとの危惧も生まれ，本書の論点に繋がっていく。  
 本書ではまず次の単語の意味を整理しておくのが有益である。つまり，AI：人間の脳が行ってい
る知的な作業をコンピュータで模倣したソフトウェアやシステム，AGI（Artificial General 
Intelligence: 人工汎用知能）: 異なる領域で多様複雑な問題を解決する知能で設計時の想定を超え
た新しい問題を解決できる知能，ASI（Artificial SuperIntelligence: 人工超知能）：人間より優
れた知能を持つもの，である。AGI が開発されれば，短時間のうちに ASI の実現に向かっていくと
いわれる。 
 人間の知能の 1000 倍の知能を持つ超知能といわれる ASI ができるとすると，自己を意識して
自己進化するシステムが生まれ，すさまじいスピードで新世代 AI が生み出され，知能爆発ともい
うべき現象が起こり，人間のコントロールが効かなる恐れがある。ASI は人間のもつ道徳性とか感
情を有しないため，人類の全資源を使い尽くすかもしれない。さらに，単に資源を使い尽くすとい
うようなものではなく，本書の題名にあるとおりそのとき人類は終わりとなるのではないかという
恐怖がある。 
 そのような AI の性質を知り，それが存在する未来を予測するために利用できるツールがあると
いう。それは経済学の「合理的主体」理論であるという。インタビューを受けた 1 人のスティーブ・
オモアンドロによると，その主体は世界に関する見解を有し，自身の選好の下で利益を獲得するた
めの最善の方法を探る。その行動の衝動は，効率性，自己保存，資源獲得，創造性といったものか
ら起こる。このようなことを扱う SF小説はこれまでいくつかあるようであるが，例として文献[7]
を挙げておく。特に資源獲得に関しては，宇宙の資源までも求めて活動するようになるという。人
間はこのとき，AI の電源を切ればいいと考えるかもしれないが，「2001 年宇宙の旅」[8]にでて
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くるハルコンピュータのように，AI の超機能は電源を切られないようにあらゆる方策をとるかもし
れない。インタビューを受けた 1 人であるエゼル・ユドカウスキーが設立したシンクタンクの機械
知能研究所（MIRI: Machine Intelligence Research Institute）[9]というものがあり，AI の手で
人類が絶滅することを防ぐために設立されたということである。 
 AI の手で人類が絶滅することを避けるための手段としてフレンドリーAI が書かれている。フレ
ンドリーAI とは人類に対して悪い影響でなくよい影響を及ぼす AI である。つまり，人間の本性を
深く愛し，意図しない結果を引き起こして人間を傷つけることがないようにする機能を備えたもの
である。ただ，どのような機能が人間の本性を愛することになるのか，時代とともに価値観は変化
するかもしれず，独裁的でなく民主主義的であることが好ましいかもしれず，具体的にこの能力を
設計するのは難しいようである。エゼル・ユドカウスキーはこのような規範を進化させる能力を「一
貫推定意思（CEV: Coherent Extrapolated Volition）」と名付けたということである。この CEV
を備えたAIは我々が何を欲するかを予測することができることを目指しているということである。 
 このような AI の研究を進めるために誰が資金を出すかであるが，軍と金融マーケットだとして
いる。軍とは DARPA（米国防高等研究計画局）による支援，金融マーケットとは正に本欄初めに
述べた株取引についての応用である。問題なのは，最初に AGI の開発に成功した場合，公開されな
いのではないかということである。 
 本書ではその他，シマンテック社の由来，グーグルの活動，チェスロボット，チューリングテス
ト，シンギュラリティー，脳のリバースエンジニアリング，サイバーウォーなどが記述されている。
どれも大切なことであるが，紙面の関係からここでは項目だけを挙げるに止めておく。 
 本書により AI が進化すると確かに恐ろしいもののように思える。そのような悲観的将来をどう
解決したらよいかはいくつか言及されているが，まだ具体的に実現していないのではないか。それ
だけ難しいのかもしれない。本当にそうなのかは，もう少し専門知識を持った上で，詳細に本書を
再読する必要があるのかもしれない。また，AI については AGI とか ASI という能力の前に AI によ
り雇用が奪われるのではないか，逆にその脅威をうまく使うという議論も活発に行われていること
にも注目していく必要があろう[10][11]。これを機会に AI への関心を高められれば本書の意義が
より高まると思う。日本経済新聞の書評[12]も非常に参考になる。最後に，本欄のような書評を
AI が書いたらどのようになるのか興味が湧くところです。 
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